
【第10回】
ゼミ発表リハーサル

2026年度　SSH特設科目「SSⅡ」

2026年7月9日（木）



ゼミ発表までの予定(普通教室系グループ)

5/21 木 ゼミ発表教室割発表

5/28 木 ゼミ発表要項説明 ① (スライド作成方法)

6/11 木 ゼミ発表要項説明 ② (評価)

6/25 木 スライド8割以上完成 → 指導教員に見せる

7/ 2 木 スライド完成　(これ以降は微調整)

7/ 9 木 リハーサル　（原稿を見ないで話せるよう練習）　

7/16 木 ゼミ発表



本日の活動　リハーサル(原稿準備・スライド調整）

発表原稿を読んで時間を計ってみよう。

実際にスライドを使い、ジェスチャーも入れながら話して

時間を計ってみよう。

時間の過不足があれば、スライドや原稿を修正しよう。

視線を落とし続けないよう、

できるだけ原稿から目を離して話せるようにしよう。

Step1

Step2

Step3

Step4



リハーサルの進め方（原則）
自分の情報端末でスライドを送りながら、

本番の発表で話すように実際に声を出して練習してみよう。

2チーム(or 3チーム)で、お互いの発表を聞き合い、

相互に改善できそうな点を建設的な観点で伝え合おう！

発表するチーム

聞き手のチーム



リハーサルの進め方（オプション）
実際に、プロジェクターでスライドをホワイトボードに投影して、

練習することもできます。実質、確認作業です。

＊この練習が必要なチームは教室の先生に申し出てください。

【練習のポイント】

● 実際の立ち位置や視線の向け方を

意識しましょう。

● 実際のスライドの送り方を確認し、

発表でタイムロスが発生しないように

してください。



より良い「聞き手」になるために
「自分一人では気づけなかった新しい視点」

という最高のプレゼント

「物事を多角的に捉える思考力」

を鍛える絶好のチャンス

発表者

聞き手

良い質問

良い質問とは？

良い質問をするには？



4つのアンテナを持って発表を聴く
アンテナ

①

【なぜ？】

（理由・背景）

「どうしてこの方法なんだろう？」と思ったら
発表者が結論に至るまでの「プロセス（過程）」や
「意図」を深く理解する。

アンテナ

②

【もっと！】

（興味・関心）

「面白い！この先どうなるんだろう？」と感じたら
発表者のモチベーションを高め、

研究の「今後の展望」や「可能性」を一緒に広げる。

アンテナ

③

【もし自分なら…】

（別アプローチ）

「自分なら違う方法を試すかも」とひらめいたら
別の視点（新しいアプローチ）を提案し、研究をさらに
多角的にする。

アンテナ

④

【本当かな？】

（データ・事実）

「このデータだけでそう言い切れるかな？」と

立ち止まったら
データの解釈を確かめ、
研究全体の論理的な正しさをより強固にする。



スライドチェックリスト

研究発表のスライドとしてふさわしいものであるかをチェックしよう！

△ 長さ30cm　　◎ 長さ 30 cm

※ 細かな点も気を配ろう！



★次回発表★　要項を読み込もう！

評価項目

タイムテーブル

当日の教室



「探究ノート」への記録を！
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前


